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外食産業の食品リサイクルの課題・ごみの種類/排出量 

問題 課題 

回収 

広域・多店舗で 
少量ずつ豆かすが排出 

効率的な回収困難 

大半が商業施設内店舗 
廃棄物業者の集約・ 

変更が困難 
事業系一般廃棄物 

高い含水率（65%)/カビ発生 
・保管スペースなし 

店舗で長期保管が困難 

技術 有効なリサイクル技術 の未確立 

◇スターバックスのごみの排出量 

 店舗平均 ：  44kg/日/店    

       約18kg/日/店-約6,270トン/年/全国 

課題 
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町田パリオ店自主計量結果 
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コーヒー豆かすリサイクルの流れ 

～店舗でお客様にコーヒー楽しんでいただいた後に残る豆かすが 
牛のえさとして再利用され美味しいミルクができ、 

また店舗でドリンクの原材料となってお客様に楽しんでいただいています～ 

平成22年度 農林水産省「広域連携等バイオマス利活用推進事業」実施 

 

コーヒー豆かすの有効な回収～再資源化スキーム・技術の確立 

 

再生利用事業計画認定（食品リサイクルループ） 
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店舗でのオペレーション 

分別・脱水 防腐・密閉 

70 
340 

１０７～１０8 

店舗廃棄時 防腐対策後、 
10日放置 

腐敗時の 
ベンチマーク 

試料1gあたりの細菌数 
（5サンプルの平均値） 

スプレービネガー防腐対策の効果の一例 

出典：日本標準飼料成分表2009 年版 

 動物飼料としての価値はビートパルプの半分 

 独特の風味から嗜好性が悪く 

 これまでは飼料原料としては利用されてこなかった 

飼料としてのコーヒー豆かすの成分・機能 

【コーヒー豆かすの飼料成分】 
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【コーヒー豆かすの抗酸化物質含有量】 

出典： 

USDA Database for the Oxygen Radical Absorbance  

Capacity (ORAC)  of Selected Foods,  

Release 2 May 2010   

/ （株）メニコン社内データ 

乳酸醗酵技術により高機能な 

「コーヒー飼料」の開発へ 

（ORAC値 μmol TE/g)  

飼料としてのコーヒー豆かすの成分・機能 

酪農における最大のリスク 

      乳房炎 

乳生産現場では 

が 

乳品質基準の一つ 
乳量減少・廃棄で 

約３万５千円の損  

  

 

酪農業界を取り巻く状況（１）乳房炎 
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酪農業界を取り巻く状況 

猛暑によるヒートストレス→乳体細胞数増加 

→乳房炎による乳廃棄 

円安による飼料価格高騰→経営難による離農 

コーヒー飼料の効用(酪農家からの評価） 

牛の健康がよくなった 

乳量が増えた 
牛に免疫力がついた 

生乳の品質を悪化させる 

乳房炎の発症が減った 

獣医師を呼ぶ頻度が
減った 

費用対効果は良い 

乳出荷量アップ 
顕在 

価値 

乳細胞数抑制による医療費低減 

乳房炎による牛の更新作業低減 

潜在 

価値 
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コーヒー飼料（抗酸化機能）の効用 

乳出荷量アップ 
顕在 

価値 

乳体細胞数抑制による医療費低減 

乳房炎による牛の更新作業低減 

潜在 

価値 

持続可能な食品リサイクル・スキームの確立 

Sustainable! 
 

 

排出元 

（食品産業） 

Happy 

作り手 

（飼料製造） 

Happy 

利用先 

（酪農家） 

Happy 

「豆かすを捨てるのはもったいない」 

→事業として構築 
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